
プレイ人数：２～5 人 プレイ時間：15分 対象年齢：7 歳以上

作：ヲシダ 連絡先：dattyo215@yahoo.co.jp

■ゲーム概要

『ババヌキングダム』は、人材を集めながら王国を発展させるカー

ドゲームです。

戦争で土地を広げるか、貿易でお金を稼ぐか……「領土」と「お金」

の両方を発展させた王国が勝利します。

そして戦争と貿易の方法は……ババヌキです！

■内容物

・キャラクターカード ３６枚（9 種×各４枚）

・得点ボード 10枚 ・点数トークン 10 個

■ゲームの準備

1. 全てのキャラクターカードをよく混ぜ、山札にします。

2.プレイヤー人数に応じて、山札からカードを抜いて箱にしまいま

す。 ３人→９枚 ４人→０枚 ５人→3 枚

３．それぞれのプレイヤーに、３枚（５人プレイの時のみ２枚）ずつカ

ードを配ります。これが、各プレイヤーの手札となります。

3. 山札から 3 枚を表向きにし、テーブル中央に並べます。これを

「場札」と呼びます。

4. それぞれのプレイヤーは領土（青）の面を表にした得点ボードと、

お金（黄）の面を表にした得点ボードを自分の前に並べ、「１」のマ

スの左に得点トークンを置きます。

【例】プレイ開始時の例（４人プレイ）

じゃんけんで決めたスタートプレイヤーから、プレイを始めます。

■手番でやること

手番では以下の２つを順番に行います。

【1】キャラクターを雇う

場札の3枚から好きなキャラクターを1枚選び、自分の手札に加え

ます（※２人プレイの場合のみ、手札に加えた１枚以外に、もう１枚

を選んで捨て札にします）。その後、山札から 1 枚（※２人プレイの

場合は２枚）を場札に補充して、再び場札を 3 枚にします。

【2】戦争または貿易を行う

好きな相手プレイヤー 1 人を選び、戦争か貿易を行います。

どちらの場合も、お互いに相手の手札からカードを 1枚引きます。

引いたあとについては、◆戦争と◆貿易をそれぞれ見てください。

◆戦争

相手に手札から引かれたカードの強さが上回ったプレイヤーは、

（勝者の強さ） －（敗者の強さ） の数だけ領土を得ます。

領土（青）の得点ボードの得点トークンを、増えた分だけ移動させ

てください。その後、カードは元の持ち主の手札へ戻します。

■戦争の例

A さんがBさんに戦争を仕掛け、お互いのカードを引きました。

B さんがA さんから引いたカードは左の強さ８のカード、A さんが

Bさんから引いたカードは、左の強さ３のカードです。

この場合、A さんの強さは８、B さんの強さは３ですから、Aさんは、

領土（青）ボードの得点トークンを８－３＝５だけ移動させます。
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◆貿易

相手に手札から引かれたカードの賢さが上回ったプレイヤーは、

（勝者の賢さ） －（敗者の賢さ） の数だけお金を得ます。

お金（黄）の得点ボードの得点トークンを、増えた分だけ移動させ

てください。その後、カードは元の持ち主の手札へ戻します。

■貿易の例

A さんがB さんに貿易を仕掛け、お互いのカードを引きました。

B さんがA さんから引いたカードは左の賢さ２のカード、A さんが

Bさんから引いたカードは、左の賢さ７のカードです。

この場合、A さんの賢さは２、B さんの賢さは７ですから、B さんは、

商業（黄）ボードの得点トークンを７－２＝５だけ移動させます。

※注意点

◯相手とカードを比べ合う時に自分のカードとして使うのは、「相

手に自分の手札から引かれたカード」です。「自分が相手から引い

たカード」ではありません。

◯土地・お金は 21 を超えては増えません。

■ゲーム終了と決算

誰かの手番中に山札が０になり、その人の手番が終わったなら、決

算を行ってゲーム終了です。以下のAとBを合計した値が最終得

点です。

A：国土レベル×商業レベル

B:領土＋お金

※国土レベルと商業レベルは、点数ボードのトークンのある列で決

定されます。

国土レベルは領土ボードのトークンのある列のレベル、商業レベル

はお金ボードのトークンのある列のレベルとなります。

【例】最終点数の例

国土レベル＝４ 商業レベル＝５ → A＝４×５＝20

土地 12 お金 15 → Ｂ＝27

A+B＝47点！

最も最終得点の高いプレイヤーの勝利です。

同点の場合はその中で Aがもっとも高い人の勝利です。

それも同じなら、その人たち同士で相手の手札からカードを引きま

す。もっとも引かれたカードの「強さ」の高かった人の勝利です。

【カード一覧】 全９種・各３枚


